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ぐる堰組内部の水論はN1, N2耕 区のノーンパ0マ ン村の経営農家のみならず,よ り

下流のオーイ村,ム アンパー村の堰組メンバーとの間にもほとんどみ られない。

 しかしなが ら,堰 長を頂点の決定者とする諸分配をめぐる慣行は顕然と存在 し,取

水点から樋口にいたる灌瀧体系の分配の根幹であり堰組の共同性が最も集約「される部

分においては,堰 長 ・堰守の機能が卓越 している。樋 口から一筆耕地にいたる各圃場

は明確に私的領域に属するが,そ の私的経営の領域を保証し規定する樋口にいたる分

配の全過程は,堰 長を頂点とする堰組の共同性の中に存在するのである。 この分配の

慣行的秩序は,そ の主体である堰組の共同労働の所産によってもたらされたものであ

り,過 去から連綿 と続けられる一連の用水普請による共同労働の蓄積を前提とするの

である。

3)用 水 普 請

 a)堰 普請 用 材 の調 達

 大 晦 日wan sangkhanl5ng(C.T.:wan tarut songkr縅)か らひ きつ づ く新 年 の 祭

祀 ・行 事 が 終 りを つ げ る4月 下 旬 とな る と,大 豆 やt5ng t廿ngで 編 まれ た 屋 根 葺 き材

を売 って得 た 現 金 も底 を つ き は じめ,モ ン スー ン降雨 の到 来 を予 兆 す る旋 風 を と もな

う短 か い駿 雨 が,稲 作 の準 備 へ と村 人 をせ きた て る。 この 頃 に な る と村 西 方 のphae

で は,薪 材 の 伐 採 と焼 畑 造成 に む か う村 人 とと もに,ton t佖gや さ らに奥 地 の チー

ク木 で杭 材 を 作 る者 の姿 が しば しば み うけ られ る。 い うま で もな く年 頭 堰 普 請 に先 立

つ 用材 の調 達 で あ る。 年 頭 普 請 の用 材 は どの堰 組 も堅 質 木maiこhingの 杭 と定 め ら

れ,多 くはt佖gが 用 い られ るが,チ ー ク木sakを 上等 とす る 。 しか しチ ー ク木 は近

在 のphaeで は 入 手 困 難 とな りつ つ あ り,ノ ー ンパ ーマ ンと フ ェ ィ サ0イ 両 堰 で は

t佖gが 圧 倒 的 に多 い。 ナ ー フ ク堰 で は比 較 的 近 くに チ ー ク を含 む モ ンス ー シ林 が み

られ る た めか,普 請 時 に結 集 さ れた 杭 木 を み る とt佖gと チ ー クの 割合 い は ほ ぼ等 し

い 。

 年 頭 普請 の杭 材 の規 格 は各堰 と もほ ぼ 同 じで,大 杭lak yai長 さ3肘 長3sok(1・5

m),直 径4niu(1 O cm),小 杭lak lek長 さ2s5k(l m),直 径3 niu(7.5 cm)と

し,先 端 を とが らせ た もの と定 め られ て い る 。用 材 の供 出量 はそ れ ぞ れ の堰 に した が

って 異 な る が,各 堰 とも主 堰 普 請 と支堰 普請 の2回 に分 け られ,そ れ ぞ れ の量 が堰 長

の技 術 的 判 断 に よ って決 め られ,1975年 の 普請 時 で は表13の ご と くで あ る。各 メ ンバ

ー は規 定 に した が って 自 己 の経 営 面 積 に応 じた 量 を 供 出 しな けれ ば な らな い
。 ノー ン

パ ー マ ン堰 組 の 場 合,最 初 の支 堰 普 請 と2回 目の主 堰 普 請 に要 す る全 供 出量 は,大 杭
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表13 各堰組別の堰普請用材供出義務

堰   組

年 頭 組 普 講(ラ ィ当) 乾 季 組 普 請(ラ イ当)

杭 材 木

第1回 堰 普請

  (ライ当)

第2回 堰 普請

  (1戸当)
杭 材 木 大購 繰

大 杭1小 杭 大 杭1小 杭

ノ ー ンパ ーマ ン堰

フ ェ イサ ー イ堰

ナ ー フ ク堰

メ ー レー ム堰

t首ng>sak

t並ng>sak

t廿ng≒sak

(働 コンク)

1

1

2

一

30

30

40

一

2*

2

2

一

10

10

20

『

phai luak+t並ng

phai luak+tUng

phai luak+tUng

    }

1

4

1

一

40

20

20

一

*1戸 当2本

tting(C・T.:phluang>:Z)ipterocarPus tuberculatus .

sak:Tectona grandis.

phai luak(C.T.:phai ruak):Th.7rsostachγs siamensis,

出 所:1975年 調 査 。

780本,小 杭24,000本 と彪 大 な 量 に の ぼ る。 規 定 供 出量 は堰 の損 壊 状 況 に よ って堰 長

が 普 請 前 に 決 定 す る が,年 ご とに 大 きな差 は な い とい わ れ る。 ただ 損 壊 が は げ しか っ

た 年 に は特 に主=堰 ・支堰 と も越 流 吐tang fai付 近 の護 岸 の杭 打 ち の た め大杭 の 供 出

量 が 多 くな る。 フ ェ ィサ ー イ堰 とナ ー フ ク堰 の場 合,大 杭 の量 が 多 い の は そ の た あで

あ る。 ま た 最初 の支 堰 普 請 用 材 の 方 が主 堰 の そ れ よ り多 い の は,最 初 の 普 請時 に支 堰

か らは じま って堤 体 の1/2か ら2/3ほ どの杭 打 ちが 完 了 して しま うか らで,し た が っ

て 主堰 普 請 時 の杭 打 ち面 積 は少 な くな る。

 越 流 吐 の 損壊 が は げ し く,そ こに 渡 され た堰 止 めtaeが 決壊 した 場合 に は,杭 材 の

他 に さ らに堰 止 め横 木mai taeの 供 出が 必 要 と され る。 ノー ンパ ー マ ン堰 の場 合,

mai taeは 越 流 吐 幅5mよ り少 し長 めの,長 さ6m ,直 径6-8 niu(15-20 cm)の

ttingの 丸太 材 が用 い られ,支 堰 越 流 吐 改 修 の た め13本 が調 達 さ れ た 。 mai tae供 出

は慣 例 的 に2人1本 が 原 則 で,1975年 の普 請 時 に は90名 の メ ンバ ー の 中 か ら26名 を選

ん で供 出 を 申 しわ た した。 杭 材 供 出 に加 えてmai taeの 供 出 の命 令 を 受 けた者 は,そ

の伐 採 ・搬 出 に必 要 な労 働 時 間(約4時 間)だ け杭 打 ち作 業 が 免 除 され る 。

 杭 材 の作 製 準 備 は4月 下旬 頃 か らphaeで 行 な わ れ,4月 末 に堰 長 が5月 の最 初 の

堰 普 請 の 日 を 申 しわ た す 頃 には,各 農 家 の屋 敷 地 の 中 に運 び こま れ て い る(写 真23)。

1人1日 の杭 材 作 製 量 は約1ラ イ分(大 杭1-2本,小 杭30--40本)で,経 営 面 積 の

多 い農 家 で は相 当 の 日数 を 要 す るが,ほ ぼ1週 間 以 内でPhaeで の 杭材 作 製 を終 え る。

 年 頭 堰 普 請 に く らべ て 乾 季 普請 は比 較 的 簡 単 で,補 修 的 な 意 味 を もつ にす ぎず,用

材 調 達 も異 な って い る。 乾 季堰 普 請 は,9月,10月 の モ ンス ー ンの 降 雨 に よ る増 水 期
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写真23屋 敷地内に準備 された杭材(1975年5月10日)

にす で に各 所 が 損 壊 して以 降,特 に主 堰 の堤 体 の 上 流端 に そ って 杭 打 ち と護岸 が補 修

的 に行 な わ れ,11月 か らの減 水期 さ らに渇 水 期 に か けて の乾 季 作 の用 水 確 保 の た め の

み にか ぎ られ る。 した が って 本格 的 な普 請 は 次 の年 頭 組 に よ る年 頭 普 請 に も ち こさ れ

る。 乾 季 普 請 用 材 は 半 裁 竹桿 の小 杭 が基 本 的 で,lak sae(針 杭)と よば れ,直 径lniu

(2.5cm)以 上,長 さ2 ssk(lm)のphai luak(C.T.:phai ruak,7偽 塑505'α6妙5

siamensis)を 半 裁 した もの と定 め られ て い る。

 杭 材 に竹 桿 を用 い る例 はチ ェ ンマ イ 盆地 で は しば しば み られ 、特 にphaeか ら離 れ

てtUngな どの堅 質木 の 入手 困難 な 地 域 で は,堤 体 がす べ て 竹 桿 で 打 ちか た め られ る

場合 もあ り,ピ ン川 本 流 に 架 け られ たWang Lao堰 な ど はそ の代 表 的 な例 で あ る。

まfc桿 が 中 実 な 竹 杭 が 選 ば れ て 用 材 とされ る 場 合 も しば しば み られ る[BUNCHUAI,

1954:PP.590-593]。 しか しメ ー リム谷 の堰 で は半 裁 竹 桿 を乾 季 普 請 用 の補 助 的用 材

と して 使用 す るの み で あ る。

 半 裁 竹 桿 の他,少 量 のttingの 大 杭 の供 出 が 義務 づ け られ,そ れ らは主 と して 取 水

口付 近 の 護 岸 に用 い られ る。乾 季 普 請 の場 合,用 材 供 出量 は年 頭 普 請 の よ うに 経 営 面

積 に対 して 決 め られ る こ とな く,経 営 農 家1戸 に 対 して 割 りあて られ る 。表13に み る

ご と く,ノ ー ンパ ー マ ン堰 の場 合,1回 の 用材 供 出量 は少 な く,全 乾 季 組 メ ンバ ー一 142

名 で,大 杭142本,半i裁 竹 桿 小 杭5,680本 で あ る。 しか し乾季 普請 は通 常,減 水 期 に入

る11月 後 半 か ら2.月 頃 に か けて2-3回 行 なわ れ,打 ち こま れ る半 裁 竹 桿 は1万 本 を

越 え る と考 え られ る。
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 b)壇 普 請 と底 凌 え

 ノー ンパ ー マ ン堰 の最 初 の年 頭 堰 普」請 は1975年5月14,15日 の2日 間 と決 め られ,

4月30日 に堰 長 に よ って 各 メ ンバ ー に伝 達 され た 。 普請 の 日ど りは,伝 統 的 に ラー ン

ナ ー タ イ暦(北 暦)8月 黒 分dUan paet laemか ら9月 白分dUan kao khUnに か

けて が 適 期 と され,こ の 時 期 に少 な くと も第 一 回 の 支堰 普 請 を完 了 させ な け れ ば,降

雨 の到 来 と と もに しだ い に 増水 が は げ し くな り,杭 打 ちは きわ め て 困難 とな る。8月

黒 分 一9月 白 分 は グ レゴ リー暦 の ほ ぼ5月 に あ た り,さ らに この 間 に お いて 吉 日選 び

kan ha m並6han wan diが 堰 長 に よ って な さ れ る。 kan ha m丘6han wan diは 堰

普請 の みな らず,家 屋 普 請,結 婚,転 出転 入,旅,家 畜購 入,苗 床 播 種,移 植 な ど,

村 人 の生 業 か ら人 生 の あ らゆ る局面 に わ た って実 行 され る。 多 くは こ うぞ 類 のp5sa,

sa(Broussenetia PaP■rzfera)の 樹 皮 を す い た 紙 で 作 られ た ラー ンナ ー一一一タイ横 型 折 本

pap nang sa 51)に ラー ン ナー タイ文 字 を も って 筆 写 され た,ヒ ン ドゥー 占星 術 の強

写 真24 ラ ー ンナ ー タ イ古式 暦 占教 本tamla phaen bδhanの 一 つ 「占星 術 ・[吉祥]算 出 法教

    本 』pap hδ1互sdt fiuang 6hat l欲, NEi M巨Khongkhl5ng所 蔵 。

    横型折本pap nang sdに 綴 られた暦 占教本 は,ラ ー ンナー タイの どの村に も所蔵 され,村 人め

    生活の指針 として利用される。

51) タイのsamut kh5iに あた る。
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い影 響 を 受 けた 土 着 の古 式 暦 占教 本taml� phaen b�縅に よ って,吉 祥 日が選 ば れ

る(写 真24)。

 この よ う に して 堰 普 請 の 日は9月 白分4日 水 曜 日,同 白分5日 木 曜 日(5月14,15

日)と 定 め られ,堰 長 は年頭 組 の メ ンバ ー に伝 え る と と もに,堰 字 に居 住 して 取 水 点

                                 0  0
の見 ま わ り任 務 を もつ堰 守P5 faiに も告 げ られ る。堰 守 は急 ぎ献 花d5k ma1,ロ0

ソクtian,線 香tian s5ng(C.T.:th皂)を 用 意 して,取 水 点 の堰 ・取 水 口を 鎮 守 す

るhaks繧ﾆ され る堰 霊phi fai, phi haks� f緤(堰 守 護 霊)の 寄 代 と もい うべ き堰 霊

祠hうphi haks綰緤に そ れ らを奉 げ て堰 普請 の 日ど りを告 げ る。 そ の 日か ら約2週

間 の 間 に,メ ンバ0の 各 農 家 の 屋 敷地 に は杭 材 の 山 が積 まれ て 普 請 日を ま つ。

 普請 の第1日 の朝,年 頭 組 はそ れ ぞ れ用 意 した杭 材 を 束 ね て 大 杭 に さ しわ た し天 秤

とな して 普請 現 場 に 運 び こみ,定 め られ た8時 に 全 メ ンバ ー の 結 集 が終 る。 往 時 は

Saw縅g Phet寺 境 内 に しつ らえ た ラ0ン ナ ー タ イ型 大 太 鼓kl5ng luangを 夜 あ け と

と もに 打 ちな ら して普 請 の結 集 を 告 げ た とい わ れ る が,す で に太 鼓 は10数 年 前 に売 り

は らわ れ,そ の面 影 もな い 。杭 材 とメ ンバ ー の結 集 が終 る と堰 長 は 堰 組 帳banchi rn�

f緤に もと つ いて 声 高 らか に 点 呼 し,杭 材 の規 格 にそ って検 閲 が行 な われ る。

 点 呼 は 労 働 力 供 出欠 損 の確 認k縅 tluat h俉t laeng ng縅(C,T.:k縅 truat kh縟

raeng ng縅)で あ り,登 録 さ れ た経 営 農 家 の メ ンバ ー で あ る か,も し くは そ の代 人 で

あ る かが 確 認 され る。 と りわ け耕 作 地 主 さ らには 自作 農 の 場合,代 人ph偀haenを

傭 って労 働 力 供 出の 義務 を は たす こと が多 い。 代 人 は農 業 労 働 者 で あ る例 が 多 く,堰

打 ち1日10バ ー ッが 相 場 で あ る 。 この よ うな代 人 供 出の 例 は90名 中11名 を数 えた 。 労

働 力 供 出欠 損kan hdat laeng nganは み られ な か った が,前 年(1974月)の 堰 組 帳

に よれ ば3名 あ り,そ の うち2名 は 普請 の 労働 力 供 出 を怠 った 者 で 支堰 ・主 堰 両 普 請

の た め の科 料kh緲aeng ng縅 20バ ー ッ(1日 当10バ ー ツ)が 課 せ られ た 。 ま た用

材 ・労 働 力 と もに欠 損 した1名 に つ い て は,kh� laeng ng縅 20バ0ッ の他,5ラ イ

相 当分 の堰 杭 料kh緲ak f緤 55バ ー ツ,計75バ ー ツ が徴 収 さ れ た。 杭 材 検 閲 は さ して

厳 格 で はな く,目 分 量で 判 定 され,大 杭1本 欠 損 で1バ ー ッ,小 杭30本 欠 損 で10バ ー

ッ の割 合 で堰 杭 料 が徴 収 され る。 ま た杭 材 の規 格 に適 合 しな い分 につ い て は第2回 目

の普 請 時 に 追 加 供 出 させ る 。 同 時 に 各 自持参 を 義 務 づ け られ た杭 打 ち木 槌kh5n na

waen,銘m2tも 点 検 さ れ,持 参 しな か った 者 か らは0つ に つ き5バ ー ツが徴 収 さ れ

る52)。

52)銘(山 刀)は 基 本 的 に刃 先 の0曲 したmit s�g, mit ng�g(C・T・:m� t ngong)と 直 刃 の

 mit nep(C.T.:m� t phr繃の2形 態 に 分 け られ るが,ど ち らを持 参 して もよい 。

752



田邊 ノーンパーマ ンの灌慨体系

図13 ノー ン・NO・一一マ ン堰 の堰 普 請 と堰 霊 祠

 点 検 が終 る と堰 長 は普 請 の 作業 手 順 につ いて 説 明 し,午 前 中 は支 堰 の左 岸 の 杭 打 ち,

午 後 は 支堰 の欠 壊 した 越 流 吐 の堰 止 め のmai tacの 架設,翌 日は 右 岸 の 杭 打 ち と堰

霊 祠 の清 掃.と決 め られ た(図13)。 つ い で90人 全 員 の 中 か ら26人 のmai tae供 出 組

mU ao taeが 選 ば れ る。 普 請 現 場 か ら最 も近 いphaeか らtUngの 丸 太 材 を 伐 採 ・

搬 出す る た め,付 近 のphaeに 通 暁 した ノ ー ンパ ー マ ン村 の村 人 か ら選 ば れ,他 村 の

メ ンバ ーか らは 選 ば な い の が原 則 と され る。9時,mai tae供 出組 が メー リム川 を 渡

渉 して西 方 の フ タバ ガ キ サ バ ンナ林 に散 る と同 時 に,残 る64人 に よ って 杭 打 ちが 開始

さ れ る(写 真25)。 堰 長 の指 示 に よ って2-3人 ず つ小 杭 を も って 左 岸 の 堤 体 の 各 所

に分 散 さ れ,10-20本 ほ どず つ が まず 粗 打 ち され,つ い で堤 体 の各 個 所 に応 じた 高 さ

まで 打 ち込 まれ る(写 真26)。 先 端 の とが った 部分 の角 度 の悪 い杭 につ い て は,銘 で

一 本 ず つ修 正 され て か ら打 ち込 ま れ る
。 過 去 か ら長 い 間打 ち込 んで きた 堤 体 の 部 分 に

つ いて は,さ らに そ れ らの杭 と杭 の間 に新 らた な杭 が丹 念 に打 ち込 まれ る。 と りわ け

越 流 吐付 近 は損 壊 され や す く,大 杭 で護 岸 を ほ ど こ しつ つ小 杭 を密 打 して 固 め られ る

(写 真27)。 ま た堤 体 は 毎 年少 しず つ外 側 へ と拡 張 され,こ れ ま で杭 の なか った 部 分 に

も必 要 な高 さで 密 打 され て 拡張 が は か られ る(写 真28)。 そ の 間堰 長 は 各 所 を まわ り
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写真25 ノーンパーマ ン堰組

    による堰普請(1975

    年5月14日)

    手前は運びこまれた大

    杭,小 杭の用材。

写真26堰 長の指示による地

    点の 最 初 の 粗 打 ち

    (1975年5月14日)

つ つ,杭 の高 さ,密 度 な ど 細 か な指 示 を与 え る。

 9時 に開 始 され た杭 打 ちは50分 継 続,20分 休 息 の ペ ー ス で12時10分 まで 続 け られ て

昼 食 とな る。20分 間 の休 息 の時 間 に は各 自で持 参 した 竹 筒 水 筒kabsk namも し くは

取 水 点近 隣…の農 家 が 持 ちよ った ラー ンナ ー タ イ型朱 色 素 焼 水 壺nam ton daengの 水

で喉 を うる おす 。 ま た あ る者 はmiang醗 酵茶 の一 つ か み に岩 塩 の小 片 を つつ んで 噛

み,あ る者 は在 来 種 タバ コ の葉 巻buli khi y6を くわ え て団 簗 に花 を さか せ る。 昼 食

につ い て は と りた てて 共 食 の 慣 行 は な い が,村 の者 は各 自の 家 に帰 って食 べ,他 村 の

者 はそ れ ぞ れ村 内 の親 族 関 係 者khakun diao kan, pi nsng kanあ るい は 友 人phUan

た ち に こぞ って招 か れて 簡 単 な食 事 を す ま せ る。堰 字 の 村 人 に 招 か れ た者 の 内 の8戸

につ い て の 昼食 献 立 は,村 人 の最 も簡素 な献 立 で あ る モ チ飯khao nUng, khao niao

nUngと,そ の つ け汁 で あ る辛 子 ソー スnam pik(C・T・:nam phrik)の 類 で あ り,

そ の大 半 は ラー ンナ ー タイ 固 有 の 田蟹 醤 辛 子 ソー スnam pik nam PU(6戸)で,
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写真27越 流吐付近の堤体に

    おける杭打 ち(1975

    年5月14日)

写真28 堤体の外側への拡張

    (1975年5月14日)

    新 しく杭の打ち込ま

    れた部分。

残 りは馴 れ 鮨 辛 子 ソー スnam pik pa ha (2戸)で あ った。 これ らの つ け汁 は最 も

一 般 的 な簡 素 な 料理 で あ り
,そ こに特 別 な 酒食 の供 応liang khaoが 行 な わ れて い な

い こ とを 強 く示 唆 して い る。この昼 食 は,労 働め あ い間 の腹 ご し らえthoe, thoe khao

(C.T.:rsng thSng)に す ぎな い。

 13時 に再 結 集 した メ ンバ ー はmai tae供 出組 の登 場 を しば しま ち,到 着 と同時 に

堰 長 の指 示 に した が って26人 のmai tae供 出組 と残 りの64人 の 組 に 別 れ て作 業 に つ

く。午 前 中,phaeで 伐 採 ・搬 出作 業 に従 事 した組 の26人 は,越 流 吐,幅5m,長 さ

4mの 間 に堰 止 め横 木mai taeの 架 設 に専 心 し,4m間 に10本 のmai taeを 架 設 す

る(写 真29)。 残 る3本 は,翌 日の 右岸 改 修 へ の便 を考 慮 して,越 流 吐 を わ た す 仮設

僑khua(C.T.:saphan)設 営 の た め に使 用 され る。 一 方,残 りの組 は 支堰 か ら主堰

にむ けて,ア フ タ ーベ イkhang nam左 岸 の護 岸 工 事 の た め大 杭 を集 中 的 に 打 ち込 む

(写真30)。 これ らの 作 業 は約2時 間 で 完 了 し,15時 に堰 長 の号 令 の もとに 全 メ ンバ
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写 真29mai tae供 出組 に よ る越 流 吐 のmai tae架 設 作 業(1975年5月14日)

写真30護 岸のための大杭打 ち(1975年5月14日)
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0は 左岸の木陰に再結集 し
,翌 日の作業手順についての指示を受け解散する。

 翌5月15日 は,同 じく8時 に左岸に結集 して点呼,作 業道具の点検が行なわれた後,

前日と同様な手順で,90人 全員によって支堰右岸の堤体の杭打ちが続けられる。昼食

後,一 部の者は貯水場右岸の護岸の大杭を打ち込み,他 の者は堰霊祠周辺の草刈 り,

清掃に従事 し,14時35分 ですべての作業を完了 した。その後ひきつづき堰長を中心に

堰組の会合に移り,堰 長は2日 にわたった杭打ちの進行を見はからって,来 るべき第

2回 目の主堰普請の杭材供出量を決定する。主堰普請日は10月 白分dtian paet kh佖

(6月 中旬)と し,杭 材供出量はライ当大杭2本,小 杭10本 とされた。

 普請 日は後に10月 白分11日 木曜日(6月19日)と 定められ,当 日全メンバーは前回

と同様に朝8時 に左岸に結集した。しかし数日前か ら降りつづいた雨で,急 な増水を

みて主堰 ・支堰 とも越流が堤体をこえて流れるようになったため,普 請は不可能 と判

断されて中止となった。そこで翌年主堰を集中的に普請することを約 し,結 集された

杭材 もその時まで各自保管するものとし,予 定されていた堰霊祠の儀礼へと移 った。

 一方,乾 季組による堰普請は,雨 季 と異なり減水期か ら渇水期における用水確保を

目的とするため,そ の普請方法は若干異なってくる。雨季の堰の機能は,増 水期にお

ける取水点の水位維持であり,そ の年頭堰普請は増水期における堤体の欠壊を一定程

度防止する堅牢さが要求される。 しかしそれはあくまで一定程度の堅牢さであり,急

激な出水時には洪水防止のために堰は欠壊 しなければならない。また上流 ・下流の堰

間あるいは堰組間の用水配分についてみれば,雨 季の堰は下流に十分な余水を送る機

能をもたなければならない。増水期のメー リム川の流量が豊富であることと,越 流に

よって十分下流に水を落す堰の構造そのものによってその機能がはたされている。一

時的な仮締切堰 としての堰の構造形態自体がこれらの機能を充足させているのであり,

雨季の年頭堰普請はそれらの機能を維持させることに他ならない。

 しかし乾季の堰は基本的な機能は同じであるにもかかわらず,減 水期から渇水期に

かけては流量が減少するため,一 灌滅体系による多量の取水は下流堰の灌瀧体系の取

水を困難とし,堰 組間の水論を尖鋭化する可能性をもっている。水論発生を防ぐため,

必然的に堰組どうしの規制を生みだ し,メ ー リム谷の4堰,す なわちナーフク,フ ェ

イサーイ,ノ ーンパーマン,さ らに下流のチャーオプー各堰組の間では乾季組の堰普

請規制が行なわれる。この普請規制の内容は乾季組は年頭普請におけるような堅質木

を用いた堤体の本格的な普請を行なわず,補 修的な普請にとどめるというものである。

この規制は具体的には普請用材の規制としてあ らわれ,上 記4堰 組間では堤体を補強

するための杭材は半裁竹桿,す なわちlak sae(針 杭)に 限定され,そ れ以外のtting,

?5?
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sak(チ ー ク)な ど の堅 質 木 の杭 の 使用 は慣 行 的 に禁 止 され て い る。 た とえ堅 質 木 の杭

材 を用 い る と して も,堤 体 を はず して 河 岸 お よ び用 水 路 岸 の 護 岸 に の み 限定 され る。

ま た越 流 吐 の 幅 を杭 材 を 打 ち込 ん で 縮少 あ る い は閉 鎖 す る こ と は固 く禁 じ られ る。 乾

季 堰 普 請 は この よ うに事 実 上,各 堰 組 問 の番 水 体 制 下 で 行 な わ れ,そ の番 水 は杭 材 の

規 制 に よ る施 設 番 水 の性 格 を もって い る 。

 した が って乾 季 堰 普 請 は きわ め て簡 素 で あ り,杭 打 ちの手 順 は ま っ た く年 頭 普 請 と

同 じで あ るが,主 堰 の み に か ぎ られ,し か も主 堰 の 堤 体 の 上 流側 端 に そ って 打 ち込 ま

れ る。用 意 さ れ た大 杭 は 取 水 口付 近 の 護 岸 工 事 に使 用 され る 。 ま た1975年1月 に お い

て は堰 長 に支 払 わ れ る畑 作 料 が 免除 され,そ れ にか わ って 乾季 組 の全 員 に 対 して 竹 二

株 の 供 出植 林 が 申 しわ た され た 。植 林 場 所 は取 水 口 か ら幹 線 用水 路 に そ って で あ り,

過 去 に も この よ うな 水 防植 林 は しば しば 堰 組 の 手 に よ って行 な わ れて きた。竹 はphai

luak(C.T.:phai ruak)を のぞ く地 下 茎 の根 張 りの よ い 種 類 が 選 ば れ,1月 に は

mai s縅g(1)e,ndrocalamus strictus), mai s縅g d5i(C。T.:mai nuan, Dendrocalamus

menbranaceus)お よびphai pa(β 熈 伽 αoγ〃η漉2zαoθの な ど が乾 季 組 全 員 に よ って284

株 植 林 され た 。

 一 方,用 水 路 の 底凌 え は用 水 普 請 の も う一 つ の 重要 な構 成 要 素 で あ り,年 頭 組 に お

いて は第1回 と第2回 の堰 普 請 の間 に2日 間行 な わ れ,乾 季 組 にお い て は雨 季 稲 刈 り

終 了 後 の 大豆 ・タバ コ お よ び乾 季 稲 作 の耕 起 が行 なわ れ る直 前 の1月8,9日 に行 な

わ れ翌 日か ら送 水 が 開始 さ れ る。 年 頭 組 の 場合,5.目14,15日 の 第1回 の堰 普 請 終 了

直 後 に水 門 は 閉鎖 さ れて 用 水 路 の水 が 落 とさ れ,約1週 間 を お い て21,22日 両 日 に底

凌 えが 行 な わ れ,25日 に送 水 開 始 して水 田耕 起 が開 始 され る。年 頭 組,乾 季 組 の 双 方

と も堰 普 請 は 水 門 を開 口 した取 水 点水 位 で行 な わ れ,そ の 後 水 門 を 閉鎖 して 約1週 間,

基 本 的 に は用 水 路 中 の水 を 落 と して水 た ま りを残 し,ほ ぼ 水 路 床 が現 わ れた 状 態 で 底

凌 え が 行 な わ れ る(表7)。

 底 凌 え に 関 して は堰 普 請 の よ うに暦 占 に よ る吉祥 日の選 択 は行 な わ れず,も っぱ ら

水 門 閉鎖 後 の水 路 中の 水 位 の 減少 を みて 判 断 さ れ る。1975年 の ノ ー ンパ ー マ ン堰 年 頭

組 底 凌 え の場 合,最 初 の 堰 普 請 終了 時 点 で全 メ ンバ ー にそ の 日ど りが通 達 され た 。 ラ

ー ンナ ー タ イ暦9月 白分11日 水 曜 日(5月21日)の 底 凌 え は朝8時 に堰 の 左 岸 に 結集

して 開始 さ れ た。 用 水 路 の 水位 状 態 は ほぼ 落 ち切 って 各 所 に若 干 の水 た ま りが残 る状

態 で あ り,粘 質 ロ ー ムの 水 路 床 は未 だ 強 く乾 燥 せ ず,程 よい膠 質 状 態 で あ る。堰 長 は

第1日 目 は 取 水 点 か ら 中央 字 端 で 分 岐 す る ま で の,幹 線 用 水 路  V muang luang約

1,400 mの 底 凌 え と 水 路 整 備k縅bamlung haks� V muang(C.T.:k縅 bamrung
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raksa mttang)を 行 な い,2日 目に は各 支 線 用 水 路 を 同 様 に行 な う と申 しわ たす 。

 堰 普 請 同 様 に点 呼 ・用 具 点 検 が 行 な わ れ る。 底 凌 え用 の用 具 は各 堰 組 に よ って異 な

るが 基 本 的 に は 次 の三 点 で あ る。 す な わ ち堆 積 した シ ル トluak mUang(溝 中 の 粘 質

土),kh mUang(溝 糞)を か き出 す 鍬khsbok(C.T.:chsp 6hin,,も し くは斧 刃

状 先 金 で袋 を も って 木 柄 に接 続 さ れ た小 鋤siam lua53)(C.T.:6hsp siam),そ れ を

採 土 して運 搬 ・放 出す るた め の 荒 い 目 の番 箕pD(C・T.:bung ki,潮 州語:pung,

pung ki)お よ び 水 路 辺 の草 木 伐 採 除 去 の た め, あ るい は 様 々な細 工 の た め のmit

s6ng, mit ng6ng(曲 銘), mit nep(C.T.:mit phra,直 銘)な どの銘(山 刀)の 類

で あ る(写 真31)。 これ らの用 具 は それ ぞ れ欠 損 ご とに5バ ー ッ の科 料 が 徴 収 され る。

 結 集 した90名 は2組 に 分 け られ,1組 は取 水 点 か ら 堰 字 の 途 切 れ る 道 路 まで の 約

600mに 対 して40名,も う1組 は道 路 か ら中 央 字 端 分 岐 点 ま で 約800 mに50名 が配

分 され て任 務 に つ く。8時30分 か ら2組 に分 れ て作 業 が 開始 さ れ たが,組 に割 当 られ

た 数 百mの 用 水 路 の うち 凌 深 す べ き シル ト堆 積 の 厚 い地 点 は か ぎ られ,2,3の 流速

の 遅 くな る地 点 と分 水 堰tae mtiangの 設 置 され た ④,⑧ 点 の みで あ る。 これ らの地

点 の凌 漢 は比 較 的 短 時 間 で完 了 し,作 業 は む しろ沿 岸 の 草刈 りに よ る水 路 整 備 作 業 が

中心 で あ った(図10)。

写真31底 凌えの用具を持参 して結集 した堰組(1975年5月21日)

53)小 鋤 につ い て は[八 幡1965:PP・173-177]参 照 。

759


